
京 都 府 健 康 福 祉 部 

  市町村とともに取組む 
     特定健診受診率向上 

令和2年1月16日(木) 都道府県ブロック別会議 



京都府の概況 

2 

人口 
（R元年11月１日推計） 

2,583,140

人 

高齢化率 
（平成30年3月末）
  

27.5 

% 

合計特殊出
生率（H29年） 

1.29 

市町村数 26 
(15市10町1村) 

保健所 7 

＊南部に位置する京都市が人口 
  の約半数を占める 
＊南北に長い地形により、気候・ 
    風土・生活習慣に地域差が認 
    められる 



出典： 平成２７年度厚生科学研究補助金健康日本21(第二次）の推進に関する研究 
    平成２８国民生活基礎調査のデータより算出 
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平均寿命 

健康寿命 

全国４４位 

9.55 年 

13.38 年 

全国９位 

全国２８位 

全国３位 

健康寿命とは 
「健康上の問題で日常生活が制限される                 
            ことなく生活できる期間」のこと 
 国民生活基礎調査（3年ごと）により算出 

京都府民の平均寿命と健康寿命 

3 



► 高齢化の進展を見据えた各種データ分析と国保保健事業の推進 

► 市町村別健康課題を分析し重点施策を抽出 

►市町村の課題に対する対策を企画・立案・評価を府、保健所が支援 

地域課題の更なる明確化 

  
 ㉚～ 健康長寿・データヘルス推進プロジェクトの設置  
    健康長寿・データヘルス推進事業の開始 
 

► 府民の健診・医療・介護データを経年的に収集・整理し、市町村に還元 

  
 ㉗～ きょうと健康長寿・未病改善センターの設置  
 

エビデンスに基づく対策 

      健康寿命の延伸 京都府国民健康保険運営方針 

～市町村等と連携した健康の維持・増進対策を推進～ 

地域課題の明確化 



出典：市町村国保特定健康診査・特定保健指導実施状況報告書（平成29年度） 公益社団法人国民健康保険中央会 

京都府市町村国保の特定健診受診率 
H29 京都府 33.6% 35位（全国37.2%)  男 30.2% 37位（全国33.4%)  女 36.4% 35位（全国40.5%)  

H28 京都府 32.5% 36位（全国36.6%)  男 29.2% 36位（全国32.7%)  女 35.4% 36位（全国40.1%)   



京都府市町村国保の特定健診受診率の推移 
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                       出典：Ｈ２６～３０年度 特定健診・特定保健指導法定報告結果 



府内26市町村の健診受診勧奨の状況 
（アンケート結果） 

項       目 市町村数 

未受診者に対して受診勧奨をしている ２１ 

受診勧奨の対象者 

前年度未受診者 １０ 

前年度受診、今年度未受診 ７ 

今まで一度も受診していない ７ 

今年度未受診 ７ 

その他（40,50歳代、新規加入者、40歳の方） １０ 

工夫点 

抽出方法：過去に1回以上受診歴がある者を抽出など ３ 

通知文書：圧着はがき、目立つデザイン、興味をひくデータの挿入 ５ 

費用のお得さを強調 ３ 

京都府に期待すること 

媒体モデルの提示、他市町村の先行事例の紹介、研修会の実施など   １８ 



１．受診率は全国低位であり伸び悩んでいる 

２．40・50代の受診率が低い                     

３．60代前半の受診率が他府県に比して低い                 

４．受診勧奨効果の高い層へのアプローチが不十分 

   （不定期受診者、60歳）          

５．健診結果から、運動・飲酒・喫煙など生活習慣 

   の特徴に地域性が認められる  

６．個人の生活習慣や疾病リスクに応じたアプローチ 

   が不十分    

特定健診受診率向上に係る課題 



特定健診受診率向上を目指した事業① 

受診勧奨資材の開発と市町村への提供（H３０） 

表面 裏面 

対象者に合わせたキャッチコピー、過去の健診結果からのアドバイス、市町村の加工が可能 



特定健診受診率向上を目指した事業① 

分類表：表面18パターンと裏面４５パターンの活用が可能 



特定健診受診率向上を目指した事業② 

他市町村の優良事例から学ぶ研修会の開催 

研修会の開催（受診率の伸びがよい市町村の実践報告等（H３０～）） 



特定健診受診率向上を目指した事業③ 
「ヘルス博  Ｋｙｏｔｏ ２０１９」 
 
＊企業・医療保険者・大学・行政など多様な主体の 
  出会いの場として初開催 
 
●健康・予防サービスを提供する企業のブース展示 
●産学公連携による先駆的な取り組み紹介 
●健康づくりに役立つセミナーや体験コーナー 
 
主催 京都府、全国健康保険協会京都支部、 
    京都新聞 他 
後援 京都府医療保険者協議会 他 
 

企業展示Ａゾーン 

特定健診の受診率向上や効果的な
特定保健指導を支援する事業者や、
各種計画の策定とＰＤＣＡサイクルに
基づく評価を支援する出展者ゾーン 



今後の展開 

健康長寿・データヘルス推進事業の３つの柱 
  ①環境整備 
   ②働き盛り世代や健康無関心層への対策 
   ③データ分析に基づく健康づくり対策 
 
京都府は、 
      課題に応じた事業を実施し効果検証を行う 
   効果的な事業を府内市町村に横展開を図る 
   保健所が核となり管内市町村の後方支援を行う 

各事業を統合し、住民の健康意識を醸成し、健診受診率を向上する 
 

他保険者とも協働し、健康寿命の延伸をめざす！ 



他保険者との協働の例 

 

認 証 の 基 準 の追加（Ｒ１～） 
 

●従業員の退職前・退職時に健康づくり指導を実施していること 

  （健康診断の継続的な受診、健康増進やフレイル予防の取り組み勧奨、居住 

   地域における健康づくり教室の参加勧奨など）  

京都府では、検診受診率向上

や健康づくり活動に取り組む企

業を  

「きょうと健康づくり実践企業」 

として認証し、働く世代の健康

づくりを推進。  



ご清聴ありがとうございました 

京都府広報監 まゆまろ 


